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問題 

小学生～中学１年生までが対象です。 

解答・解説 

 

下の図のように、三角形ＡＢＣの内部に、ＡＤ＝ＢＤの 

長さとなるような点Ｄ があります。このとき角アの大きさを求め

なさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下の図１のように、点Ｄ から辺ＢＣ に垂直な線を下ろし、 

その交点を点Ｅ とします。さらに線を延ばし、 

正三角形ＢＤＦ を作ります。 

  

すると、三角形ＣＤＥ と三角形ＣＦＥ は、ＤＥ＝ＥＦ、ＣＥ共通、 

角ＣＥＤ＝角ＣＥＦ＝９０度 なので、合同となります。 

よって、角ＤＣＥ＝角ＦＣＥ＝１８０－（３０＋１３９）＝１１度 です。  

三角形ＡＣＤ と三角形ＦＣＤ は、 

角ＡＤＣ＝３６０－（１４２＋１３９）＝７９度 

角ＣＤＥ＝１３９－６０＝７９度 で、 

ＡＤ＝ＢＤ＝ＤＦ で、辺ＣＤ が共通なので、下の図２のように  

  

合同とわかります。ゆえに、角ア＝角ＤＣＦ＝２２度 となります。 

 


